
庄内町中心市街地活性化後期実施計画の概要 

 

庄内町中心市街地活性化後期実施計画の概要 

１ 実施計画策定にあたって 

 平成１５年３月、「中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推

進に関する法律」（平成１０年法律第９２号。以下、「中心市街地活性法」という。）に基づ

き、「余目町中心市街地活性化基本計画」（以下「基本計画」という。）が策定されました。 

以降、(株)イグゼあまるめ・商工会・商店会・町等の関係機関が連携して、中心市街地

活性化に係る様々な事業を展開してきました。 

基本計画は、概ね１０年を計画期間としており、平成２０年度は、基本計画の前半５年

を経過し、基本計画の後半に入る年度にあたります。 

「庄内町中心市街地活性化後期実施計画」（以下、「実施計画」という。）は、中心市街

地を取り巻く状況の変化に対応しながら基本計画及び余目町ＴＭＯ構想に基づく中心市

街地活性化事業を一層推進していくため、基本計画の中間点において基本計画の中間検証

を行い、中心市街地の現状を踏まえつつ今後実施すべき事業の具体化を図ることを目的に

策定します。 

 

計画期間は、平成２０年度から平成２４年度の５年間とします。 

 

２ 実施計画の背景と位置付け 

基本計画策定後、中心市街地を取り巻く状況は少なからず変化しています。 

  これらの状況の変化について以下のように対応します。 

 (1)町の合併 

合併後においても、基本計画の計画期間中は、基本計画で設定した区域を中心市街

地とします。（Ｐ.６参照） 

  事業を実施する際は中心市街地を活性化させるとともに庄内町全体の活性化にも

つながるように事業を展開していく必要があります。 

     また、中心市街地の商業を活性化させるための事業については、できる限り他地区

を含めた形で事業を展開し、庄内町全体の商業の活性化を図る必要があります。 

 (2)中心市街地活性化法の改正 

現段階で改正法に基づく基本計画の新規策定に取りかかることは時期尚早であり、

現基本計画の計画期間においては、基本計画及び余目町ＴＭＯ構想に基づいた事業実

施を優先します。改正法に基づく基本計画の新規策定には取りかかりません。 

 (3)各種計画 

    基本計画策定後、本町のまちづくりの最上位計画である「庄内町総合計画」や、関

連する町の各種計画が策定されました。実施計画においては、これらの計画との整合

性を図ります。 
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 (4)その他 

その他、中心市街地を取り巻く環境の変化の主なものとして、高速交通網の整備、

光ファイバーケーブル網の整備、民間主導の事業などが挙げられます。実施計画に

おいては、その変化に対応した事業の具体化を図ります。 

３基本計画の中間検証 

 (1)基本計画の事業進捗状況 

 計画事業４８事業のうち、事業実施中、事業実施済みの事業は２１事業です。 

未実施の事業については、関係機関が連携して事業の優先順位を決定していく必要が

あります。そのため、関係者の連携を図るための具体的な体制作りが、今後の重要な

課題といえます。 

 

      （白抜き文字の事業が実施済み又は実施中の事業 平成２０年３月３１日現在） 

目標 計画事業 目標 計画事業 

まちの新たな顔づくり 駅周辺再開発整備構想策定事業 駐車場の整備・活用事業 

米倉庫活用事業 公園緑地整備事業 まちの賑わいと憩い

の拠点づくり 米倉庫活用運営事業 ＴＭＯ構想策定事業 

都市計画道路下梵天塚廿六木線整備事業 まちづくり意識啓発事業 

都市計画道路茶屋町志戸線整備事業 チャレンジショップ事業 

県道余目温海線歩道拡幅工事 テナントミックス事業 

三人谷地８号線道路改良工事 商店街連携イベント事業 

県道余目温海線側溝工事 あまるめグルメマップ作成事業 

県道余目停車場線側溝工事 インターネット販売事業 

茶屋町志戸線側溝工事 お客さま共通サービス充実事業 

歩行者空間整備事業 消費者等交流事業 

案内板、サイン整備事業 商い体験イベント事業 

花のまちづくり事業 後継者・起業家育成事業 

ストリート愛称事業 フィールドワーク連携事業 

あまるめ街並み研究事業 商店街活性化キャンペーン事業 

街並み統一事業 地域バス運行事業 

まちに行き、歩いてみ

たくなるまちづくり 

統一看板・ネオンサイン等設置事業 一休み茶屋整備事業 

八幡スポーツ公園（仮称）整備事業 

まちで買い物

してみたくな

る商店街づく

り 

高齢者サービス充実事業 

公園再整備事業 あまるめ特産品づくり事業 

新余目堰用水路改修工事 観光イベント開催事業 

町営住宅整備事業 

まちの特徴を

活かしたまち

づくり 環境にやさしい商店街づくり事業 

まちなか定住促進事業   

保育園事業   

子育て支援センター事業   

まちかど塾事業   

便利宅配サービス事業   

まちに住みたくなる環

境づくり 

空き店舗等活用保育サービス施設等運営事業   
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(2)中心市街地の現状 
 中心市街地については、山形県・庄内町全体が人口減少する中で人口の増加が見ら

れ（図３）、高齢化率も山形県・庄内町全体に比べ、低い割合になっています（図４）。 

しかし、庄内町の小売業が依然として厳しい状況にある中、昔から商店街が形成さ

れ小売店舗が集まるまちなかの地区（表町・茶屋町・駅前・東一番町）については、

人口の減少率（図１）・高齢率（図２）が庄内町全体に比べ高くなっていることに加

え、店舗数についても減少傾向にあり（図５・６）、人口・商業の空洞化が進んでい

ます。 

これらの地区に人が集まる仕組み作りと、庄内町の商業活性化に対する一層の取

り組みが必要です。 

（図１）■中心市街地における （図２）■中心市街地における 

町内会別の高齢化率■ 町内会別人口増減率■ 
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■中心市街地の商店街の店舗数・空き店舗数■ 
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（図５） （図６） 

 
※「まちなかの商店会」とは、表町・茶屋町・駅前・東一番町の地区に位置する、東一番町商店会・駅前商店会・茶屋

町商店会・本町商店会を指します。 

４ 実施計画の目標と計画事業 

   基本計画の中間検証により、今後の中心市街地活性化のためには、１ まちなかに人が

集まる仕組みづくり、２ 商店街の活性化に対する一層の取り組み、３ (株)イグゼあま

るめを中心とした関係者の連携推進体制づくりの３点が必要であるといえます。 

そこで、今後５年間で以下の３つの目標を掲げ、８つの事業に重点的に取り組みます。 

目 標 重点事業 

・ 余目駅前公共交通アクセス検討事業 
     余目駅前を中心とした公共交通機関の利便性の向上、それに伴う駅前地域の整備

内容などについて検討 

・ 新産業創造館整備事業 
余目駅前にある新堀農業倉庫を貸オフィス・交流施設等として整備。 

・ 観光インフォメーションセンター整備事業 
余目駅周辺において、庄内地域全般の観光ルート・二次交通機関、宿泊施設、特

産品や土産品の情報を提供。 

ままちちななかかにに人人がが集集ままるる

仕仕組組みみづづくくりり  

・ まちなか魅力再発見事業 
歩いて楽しめるまちなかの魅力を再発見し、まちあるきマップを作成し、町内外

にＰＲする事業。 

・ 一店逸品事業 
   各店ならではの新たな逸品の開発や発掘を行い、個店の商品力の強化を図るとと

もに後継者のネットワークづくりを進めることを目的として事業を継続して実施。

・ グルメマップ作成事業 

町内の飲食店の魅力を町内外にＰＲするため、案内マップを作成。 

個個 店店のの魅魅 力力 ででににぎぎわわ

うう商商店店街街づづくくりり  

・ 特産品等新規商品開発事業 

特産品を活かした新規商品開発。 

ＴＴＭＭＯＯをを活活かかししたた協協働働

体体制制づづくくりり  

・ 中心市街地活性化関係者会議 
関係者が集まり、それぞれ各事業の進捗状況等の情報を交換しあい、今後の事業

についての協力・支援・協働体制を確認するための会議を開催。 
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○ 計画事業一覧   

 主要事業を含め、計画されている事業は下記のとおりです。 

 
《実施計画の目標》    《後期実施計画事業》         《基本計画目標との対応関係》

 

 

（重点事業）中心市街地活性化関係者会議○新  

（重点事業） 

余目駅前公共交通アクセス検討事業（町等）○新
① まちの新たな

顔づくり  

（重点事業）新産業創造館整備事業（町） 

（重点事業）観光インフォメーション 

センター整備事業（町）○新  

（重点事業）まちなか魅力再発見事業（町等）○新  

三人谷地１号線側溝整備事業（町）○新  

矢口１号線歩道整備事業（町）○新  

都市計画道路下梵天塚廿六木線整備事業（町） 

都市計画道路茶屋町志戸線整備事業（町） 

花のまちづくり事業（町） 

ウォーキングマップ作成事業（町） 

八幡スポーツ公園整備事業（町）○新  

八幡公園バリアフリー改修事業（町）○新  

保育園事業（町） 

子育て支援センター事業（町） 

空き店舗活用子育て支援室試行事業（町） 

市民活動支援センター整備事業（町）○新  

定住対策事業（町） 

図書館建設整備事業（町）○新  

アクア庄内（温水プール）事業 

（イグゼあまるめ） 

（重点事業）一店逸品事業 

（イグゼあまるめ等） 

（重点事業）グルメマップ作成事業（町・商工会） 

物産販売事業「農産物直販事業」 

（イグゼあまるめ） 

後継者育成支援事業（商工会） 

商店街活性化キャンペーン事業（ギフトあまるめ・立川

町商業協同組合） 

商店街連携健康づくり事業（町）○新  

町営バス等運行事業（町） 

（重点事業）特産品等新規商品開発事業 

（イグゼあまるめ） 

駅ショップ「あまるめホッとホーム」事業 

（イグゼあまるめ） 

観光イベント開催事業（観光協会） 

《事業の推進体制》

②  まちの賑わいと

憩いの拠点づくり 

④  まちに住みたく

なる環境づくり 

③ まちに行き、歩いて

みたくなるまちづくり 

⑤ まちで買い物してみた

くなる商店街づくり 

ままちちななかかにに人人がが集集

ままるる仕仕組組みみづづくくりり   

⑥  まちの特徴を活かし

たまちづくり 

個個店店のの魅魅力力ででににぎぎわわ

うう商商店店街街づづくくりり   

※ （ ）内は、事業実施主

体を記載 

※ ○新 は、Ｈ２０年度以降、

新規に実施予定の事業 

ＴＴＭＭＯＯをを活活かかすす   

協協働働体体制制づづくくりり   
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○計画事業展開図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中心市街地の区域  町民、商業者、関係機関、行政等の協働により、市街地の整備改善

のための事業、商業の活性化のための事業を総合的に展開する区域

（重点事業） 

新産業創造館整備事業 

三人谷地１号線側溝整備事業 

都市計画道路茶屋町

志戸線整備事業 

保育園事業 

子育て支援センター事業 

空き店舗活用子育て支援室

試行事業 

矢口１号線歩道整備事業 

八幡公園バリア

フリー改修事業 

駅ショップ「あまるめ

ホッとホーム」事業 

観光インフォメーショ

ンセンター整備事業 

（重点事業） 

都市計画道路下梵天塚

廿六木線整備事業 

アクア庄内（温水プール）事業 

八幡スポーツ公園整備事業 

注）実施箇所が特定されている事業についてのみ掲載しています。 
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